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研究成果の概要（和文）：胎児期過栄養は成人期の生活習慣病の発症に関与している。更に、概日リズムは糖・脂質代
謝と密接な関係にある。そこで、胎仔期の過栄養が成獣期における代謝関係遺伝子の概日リズムに与える影響を検討し
た。胎仔期に高栄養に暴露されたマウスは、コントロールマウスと比較して、内臓脂肪量の増加、および耐糖能異常・
インスリン抵抗性を示した。コントロールマウスの内臓脂肪組織では、PPARgammaの発現は暗期に減少していたが、胎
仔期過栄養モデルではPPARgammaの発現が増強していた。これらの結果は、胎仔期過栄養により、成獣期でのPPARgamma
の概日リズムが変化し、代謝異常の原因となる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Fetal exposure to high fat diet (HFD) has been implicated in metabolic syndrome in
 later life.In addition, accumulating evidence indicates the critical role of biological clock in the deve
lopment of metabolic syndrome. Based on these, the effect of fetal exposure to HFD on the circadian rhythm
 of genes involved in glucose and lipid metabolism was analyzed. Fetal exposure to HFD caused a significan
t increase in the fat accumulation in the abdomen accompanied by the impaired glucose tolerance and insuli
n sensitivity. Expression profile of Pparg showd the circadian pattren in the epididymal adipose tissue wi
th lower expression during the dark phase, whereas its expression was enhanced in mice exposed to HFD duri
ng fetal period. These findings suggest that the alteration of Pparg expression profile may have a signifi
cant impact on the development of metabolic syndrome in mice exposed to HFD during fetal life.
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１．研究開始当初の背景 
成人同様、小児期においても肥満ならびに
それに伴う合併症（2 型糖尿病・高脂血症な
ど）が増加傾向にある。その原因に関しては、
遺伝・環境・社会的要因など、多因子性であ
ることが判明しているが、中でも胎児期の環
境要因により引き起こされる“胎児プログラ
ミング”がその後の小児期、成人期の体組成
の変化（肥満、骨量低下）・代謝症候群の発
症に大きく関わっていることが明らかとな
っている。さらに、成人における肥満の増加
に伴い、肥満合併妊娠も増加しており、妊娠
中の過栄養が出生後の肥満等の発症に与え
る影響が懸念される。事実、妊娠中の過栄養
は、成人期ならびに小児期における肥満、2
型糖尿病の危険因子であることが近年疫学
的に報告されてきている。妊娠中の過栄養が
どのように“胎児プログラミング”に影響を
与えるかは、まだ不明な点が多いが、DNA
メチル化・ヒストン修飾といったエピジェネ
ティックな要因により代謝に関与する遺伝
子の発現の変化をきたし、結果的に体組成の
変化、代謝異常を誘引する可能性が指摘され
ている。 
一方、近年、概日リズムと代謝には密接
な関係があることが判明している。概日リズ
ムの中枢ペースメーカーは視床下部に存在
しているが、末梢組織も独自のリズムを有し、
中枢性のリズムと協調しながら、栄養状態な
どの外的要因の変化を感知し、末梢組織での
代謝反応を調節している。末梢組織の概日リ
ズムは栄養摂取により強く影響を受けるこ
とは良く知られている。個々の末梢組織の細
胞がどのように外的な環境の変化を感知し、
遺伝子の発現を変化させているかはまだ不
明な点が多いが、核内受容体がそのシグナル
を媒介している可能性が指摘されている。中
でも、核内受容体である PPARgamma は、
脂質代謝・糖代謝、骨代謝において重要な役
割を果たし、さらに概日リズムを有している
ことが報告されている.このことは、“胎児期
における過栄養は出生後の糖・脂質代謝、骨
代謝をつかさどる遺伝子（PPARgamma な
ど）の概日リズムの周期性ないし振幅を変化
させ、その結果、体組成、糖・脂質代謝異常
を引き起こす可能性を示唆しているが、その
検討はほとんど行われていない。 
 
２．研究の目的 
胎児期過栄養は小児・成人期の肥満・生活
習慣病の発症に密接に関与している（胎児
プログラミング）が、その詳細な機序は不
明である。近年、概日リズムが体組成（脂
肪量・骨量）や糖・脂質代謝と密接な関係
にあることが報告されている。そこで、胎
児期の過栄養が出生児において代謝に関係
する遺伝子の概日リズムに影響を与え、そ
の結果、体組成、脂質・糖質代謝異常を引

き起こすのではないかという仮説を検証す
ることを本研究の目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)胎仔期化過栄養モデルの作成 
胎仔期過栄養モデルは、雌マウスを離乳後よ
り高脂肪食（カロリー比 60％）で飼育し、8
週齢時点から普通食飼育下の雄マウスと交
配することで作成した。妊娠中および授乳中
(生後 3週齢まで)の母マウスは、高脂肪食で
飼育し、仔マウスは離乳後からは普通食で飼
育した。普通食で飼育された雌マウスから出
生した仔マウスをコントロールマウスとし
て使用した。 
(2)胎仔期の過栄養が糖・脂質代謝に及ぼす
影響の検討 
胎仔期過栄養モデルマウスとコントロール
マウスを月齢 6まで飼育し、毎週体重を測定
した。また、糖負荷試験およびインスリン負
荷試験を行い糖代謝の評価を行った。月齢 6
でマウスを 6 時間毎（ZT0,6,12,18）に屠殺
し、血清、脂肪組織（皮下および内臓）、肝
臓、骨を採取した。また、脂肪量の測定も行
った。 
(3) 胎仔期の過栄養が、概日リズムに与える
影響の検討 
上記(2)で採取したサンプルからcDNAを作成
し、時計遺伝子および概日リズムとの関連性
がある糖・脂質代謝に関わる遺伝子の発現を
検討した。 
 
 
４．研究成果 
(1)胎仔期過栄養モデルマウスにおける体組
成の評価 
胎仔期過栄養モデルマウスは、離乳時の体重
が雄・雌ともに有意に増加していた。しかし、
その後体重の差は速やかに消失し、最終的に
は体重差を認めなくなった。しかし、皮下脂
肪量および内臓脂肪量を測定したところ、胎
仔期過栄養モデルマウスでは、内臓脂肪量
（図 1）が雌雄ともに有意に増加していたが、
皮下脂肪量および褐色脂肪組織量に変化を
認めなかった。これらの結果は、胎仔期に過
栄養にさらされると、生後に普通食で飼育さ
れても、部位特異的に、特に内蔵脂肪に、よ
り脂肪を蓄積しやすい表現型を呈すること
が判明し、体重には現れない体組成の変化が
糖・脂質代謝異常の発症につながっているの
ではないかと考えられた。 
図 1：雄における部位特異的脂肪組織量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



(2) 胎仔期過栄養モデルマウスにおける糖
代謝の評価 
生後 6カ月時点で、糖代謝評価のため、ブド
ウ糖負荷試験およびインスリン負荷試験を
行った。空腹時血糖は雌雄ともコントロール
群と胎仔期過栄養群で差を認めかった。しか
し、ブドウ糖負荷テストを行うと、雌雄とも
に、耐糖能異常を呈していた。インスリン負
荷テストでは、雄のみにインスリン抵抗性を
認め、雌雄で表現型が異なっていた（図 2）。 
 
図 2：月齢 6 時点における糖負荷試験および
インスリン負荷試験（雄） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)脂肪組織における代謝関連遺伝子の発現 
まず、通常食飼育下におけるマウスを用いて、
脂肪組織におけるPPARgammaの発現リズムを
検討した。副睾丸周囲脂肪組織では、
PPARgamma は振幅は小さいものの、暗期に発
現が低下する発現パターンを有していた。次
に ZT2における PPARgamma の発現を検討した。 
副睾丸周囲脂肪組織では、胎仔期過栄養群で
PPARgamma の発現が上昇していた（図 3）。 
また、近年、白色脂肪細胞がある状況下（交
感神経刺激など）では、褐色脂肪細胞様の機
構を獲得することが報告されてきている。ま
た、この褐色化した白色脂肪細胞（Beige 脂
肪細胞）の増加は、肥満に対して防御的に作
用する可能性が示唆されている。そこで、胎
児期に過栄養にさらされると、白色脂肪細胞
の褐色脂肪様機能が減弱するのではないか
と考え、白色脂肪の褐色化に関与する
Prdm16,Pgc1a の発現を検討した。これらの発
現は、予想に反して胎仔期過栄養群において
増加しており、脂肪量増加に対する代償性の
反応である可能性が考えられた（図 3）。 
 
図 3：副睾丸周囲脂肪組織における遺伝子発
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